
日 時   令和 4 年 12 月 4 日（日）13:30～14:45（受付 13:00～） 
場 所   鯉淵学園農業栄養専門学校 ３号教室棟 講堂 →詳しくは裏面 

水戸市鯉淵町 5965 TEL 029-259-2811(代表) 
定 員   70 人 先着順（小学３年生以上） 

（水戸市在住または水戸市に通勤通学している人） 
申込期間 令和４年11月10日（木）～11月25日（金） 
持ち物   上履き 
申込先   内原市民センター センターへ来所または電話で受け付けます。   

℡029-259-4044  水戸市内原町 1395-６  
受付時間 9:00～17:00（＊土日・祝日を除く） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

鯉淵学園農業栄養専⾨学校 

忘れないでほしい 郷土の歴史 
～満蒙開拓青少年義勇軍のこと～ 

�満蒙開拓⻘少年義勇軍の⼀員であった成⽥�富男さん
(当時 14 歳)が、その体験を描き起こした紙芝居『義勇
軍物語』を上演します。このイベントを⼀つの機会と
して、郷⼟の歴史を知るとともに、「平和」について⼀緒
に考えてみませんか。�

内原市民センター・内原郷土史義勇軍資料館・水戸市生涯学習サポーター協働企画講座 

 

主催 内原市民センター・水戸市生涯学習サポーター・内原郷土史義勇軍資料館  
共催 みと好文カレッジ    協力 鯉淵学園農業栄養専門学校 
 
 

■ 講話『満蒙開拓幹部訓練所の水戸市地域文化財認定へ思うこと』 
鯉淵学園農業栄養専門学校副学園長・博士（農学）  長谷川 量平 氏 
 

■  講話『満蒙開拓と“義勇軍物語”』   
内原郷土史義勇軍資料館長  関口 慶久 氏 
 

■ 紙芝居『義勇軍物語』成田富男 作 朗読：次世代に伝えたい朗読と紙芝居のオリーブ  
成田富男さんからビデオメッセージをお預かりしています。  

 

 

 

 

 

戦争の紙芝居「茂木貞夫物語」の上演（約 30 分） 
読み⼿『次世代に伝えたい朗読と紙芝居のオリーブ』 は、 
茨城⼤学紙芝居研究会が作成した「戦争の紙芝居」三部作 
を継承し、朗読と紙芝居で、次世代に戦争の悲惨さ、平和 
の尊さを「伝える」活動をしているグループです。 

       被爆体験者 茂木貞夫さんのお話 
紙芝居の主⼈公である茂⽊貞夫さんは、⼩学校６年⽣の時 
に広島で被爆しました。現在、茨城県原爆被爆者協議会副 
会⻑兼事務局⻑を努めながら、被爆体験を伝える活動をし 
ています。 ⽔⼾市在住。 

 

会場の鯉淵学園農業栄養専⾨学校は、満蒙
開拓幹部訓練所跡地です。校内には事務棟
と講義棟が現存し、国内における稀少な満
蒙開拓に関する建造物として令和４年３⽉
に⽔⼾市地域⽂化財に認定されました。 

内 

容 

参加費 
無 料 

満州での実習に向かうため、訓練所正⾨を出て内原駅まで
⾏進した道路。春には約100本のソメイヨシノが咲く。�



 

   会場案内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 

・新型コロナウイルス感染症対策のご協力をお願いします。 
・今後の感染状況などにより講座を中止にさせていただく場合がございます。 

 

 

 

 

鯉淵学園農業栄養専⾨学校 
⽔⼾市鯉淵町 5965  TEL029-259-2811  
 
バス：茨城交通 鯉淵学園前下⾞ 

（JR 常磐線⽔⼾駅前から 40 分） 
 
 
駐車場は正門を入って左に進んだ所。 

 
下記地図の④が会場となる３号教室棟。 

⽔⼾市地域⽂化財「満蒙開拓 
幹部訓練所 事務棟・講義棟」 
満蒙開拓幹部訓練所は、満蒙開拓 
団や義勇軍の指導者を養成するため、 
満州移住協会が昭和 13 年に開設し、翌年 
鯉淵村中台地区に施設を新設しました（現 
鯉淵学園）。施設の建物の多くは失われました
が、事務棟・講義棟が現存し、満蒙開拓の歴史を
今に伝えています。写真は講義棟。 
 

学内MAP 

内原郷⼟史義勇軍資料館 
内原地区と満蒙開拓⻘少年義勇軍に 

関する歴史資料を展⽰しています。資料
館隣には訓練所宿舎「⽇輪舎」（復元）が 

あり、宿舎内を⾒学することができます。 
ところ／⽔⼾市内原町 1497-16  
TEL／257-5505 開館時間／9:00〜16:45
（⽉曜休館） 料⾦／無料 

県道 30 号 岩間街道 駐車場ココ 


